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1. 平成31年3月期第3四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 8,027 8.7 103 ― 91 ― 232 ―

30年3月期第3四半期 7,385 △15.0 △18 ― △23 ― △47 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 302.85 ―

30年3月期第3四半期 △62.47 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 9,238 3,508 38.0

30年3月期 8,835 3,693 41.8

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 3,508百万円 30年3月期 3,693百万円

(注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」(企業会計基準第28号　平成30年２月16日)等を第１四半期会計期間の期首から適用しており、前事業年度に
係る数値については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

31年3月期 ― 0.00 ―

31年3月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 12,500 13.6 320 159.2 300 176.6 160 378.6 208.50

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 771,606 株 30年3月期 771,606 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 4,395 株 30年3月期 4,395 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 767,211 株 30年3月期3Q 767,215 株

（注）平成29年10月1日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、期
末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P２「業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における日本経済は、台風や豪雨等の自然災害の影響などが見られたものの、雇用・所得

環境及び企業収益の改善が続き、景気は緩やかな回復基調で推移しておりますが、世界的な貿易摩擦の懸念などに

より、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

また、建設業界においては、公共投資が底堅く、民間建設投資も企業業績の回復を背景に堅調に推移しておりま

すが、労務費や建設資材価格の高止まりにより、工事採算は厳しい状況にありました。

このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋根や、最も得意とする高機能・高品質屋

根の普及に取り組むと共に、従来の金属屋根では対応できなかった複雑な意匠を有する様々な建築物への防水工法

の拡販に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は8,027百万円（前年同期比8.6％増）となり、その内訳は製品売上高

が4,920百万円（前年同期比1.5％増）、完成工事高が3,106百万円（前年同期比22.2％増）となりました。

損益面におきましては、営業利益は103百万円（前年同期は△18百万円）、経常利益は91百万円（前年同期は△23

百万円）となり、四半期純利益は232百万円（前年同期は△47百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ402百万円増加し、9,238百万円となりました。その主

な要因としては、現金及び預金が38百万円、受取手形及び売掛金が459百万円、仕掛工事の増加などにより棚卸資産

が901百万円それぞれ増加した一方、完成工事未収入金が501百万円、投資その他の資産が457百万円それぞれ減少し

たことなどによるものです。

負債合計は前事業年度末に比べ588百万円増加し、5,730百万円となりました。その主な要因としては、仕入債務

の決済増に伴い仕入債務が157百万円減少したほか、借入金の返済に伴い長期借入金が298百万円減少した一方で、

短期借入金が738百万円、仕掛工事の増加により未成工事受入金(流動負債その他に含む)が472百万円それぞれ増加

したことなどによるものです。

純資産合計は、前事業年度末に比べ185百万円減少し3,508百万円となり、自己資本比率は37.9％になりました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

添付資料Ｐ６「四半期財務諸表に関する注記事項 (追加情報) ２.重要な資産の譲渡」に記載の通り、固定資産

売却益、約130百円の特別利益の計上を見込んでおりますが、平成31年３月期通期業績予測につきましては、他の要

因も含め現在精査中であり、修正が必要と判断される場合には、改めて業績予想の修正を行います。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 352,073 390,509

受取手形及び売掛金 1,252,309 1,711,792

完成工事未収入金 852,045 350,788

製品 484,080 590,579

仕掛品 7,742 2,164

未成工事支出金 355,836 865,881

原材料 496,625 787,398

その他 202,608 279,096

貸倒引当金 △14,831 △14,592

流動資産合計 3,988,491 4,963,619

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,184,906 1,080,442

機械及び装置（純額） 325,764 313,979

土地 1,805,398 1,805,398

その他（純額） 56,482 64,839

有形固定資産合計 3,372,553 3,264,660

無形固定資産 36,239 29,542

投資その他の資産

投資有価証券 1,239,248 671,146

その他 416,624 519,737

貸倒引当金 △217,720 △210,351

投資その他の資産合計 1,438,152 980,531

固定資産合計 4,846,945 4,274,734

資産合計 8,835,436 9,238,354
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(単位：千円)

前事業年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,107,489 688,209

電子記録債務 - 1,401,112

工事未払金 345,337 205,596

短期借入金 472,950 1,211,100

未払法人税等 19,942 61,006

製品保証引当金 25,302 26,779

その他 468,629 1,002,834

流動負債合計 3,439,651 4,596,638

固定負債

長期借入金 962,000 663,800

退職給付引当金 443,307 458,233

その他 297,047 11,346

固定負債合計 1,702,354 1,133,380

負債合計 5,142,005 5,730,018

純資産の部

株主資本

資本金 1,266,921 1,266,921

利益剰余金 1,667,089 1,876,427

自己株式 △16,798 △16,798

株主資本合計 2,917,211 3,126,549

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 776,219 381,785

評価・換算差額等合計 776,219 381,785

純資産合計 3,693,430 3,508,335

負債純資産合計 8,835,436 9,238,354
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 7,385,258 8,027,470

売上原価 5,210,544 5,727,804

売上総利益 2,174,713 2,299,665

販売費及び一般管理費 2,193,382 2,196,059

営業利益又は営業損失（△） △18,669 103,606

営業外収益

受取配当金 7,843 9,649

受取賃貸料 8,116 2,941

売電収入 8,901 9,111

その他 13,383 10,040

営業外収益合計 38,245 31,742

営業外費用

支払利息 12,140 12,571

手形売却損 9,831 10,735

減価償却費 8,834 9,305

その他 12,483 10,888

営業外費用合計 43,289 43,500

経常利益又は経常損失（△） △23,713 91,848

特別利益

国庫補助金 － 7,196

特別利益合計 － 7,196

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △23,713 99,045

法人税、住民税及び事業税 18,334 80,401

法人税等調整額 5,883 △213,711

法人税等合計 24,217 △133,309

四半期純利益又は四半期純損失（△） △47,930 232,354
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

１．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

２．重要な資産の譲渡

熊本県八代郡氷川町土地売却

平成30年12月25日開催の取締役会において、固定資産の譲渡を決議いたしました。

・譲渡の理由

経営資源の有効活用による資源の効率化を図るため、当社が保有する以下の固定資産を譲渡するものです。

・譲渡資産の内容

所在地 資産の内容 譲渡益 現況

熊本県八代郡氷川町高塚字柿添111番地２他 土地（22,293㎡） 約130百万円 遊休資産

（注）譲渡価額および帳簿価額については、契約上の都合により開示を控えさせていただきます。

・譲渡先の概要

譲渡先は国内の一般事業法人ですが、契約上の都合により開示を控えさせていただきます。

なお、譲渡先と当社との間には、記載すべき資本関係、人的関係および取引関係はなく、また、当社の関連当

事者には該当いたしません。

・譲渡の日程

（１）取締役会決議日 平成30年12月25日

（２）契約締結日 平成31年２月21日（予定）

（３）物件引渡日 平成31年２月21日（予定）

・当該事象の損益に与える影響

当該固定資産の譲渡により発生する譲渡益概算130百万円につきましては、平成31年３月期において、特別利益

として計上する見込みです。


